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▼表紙写真は、菖蒲（しょうぶ）の花に焦点をあて
て撮影しました。
▼５月下旬から開花し、６月上旬から中旬に見頃を
迎えます。
▼見つめれば、見つめるほど、優しくしなやかな花
びらには魅了されます。
▼花の色は、白、桃、紫、青、黄など多数あり、絞
りや覆輪などとの組み合わせを含めると5,000種
類あるといわれますから、これも驚きです。
▼菖蒲の花言葉には、「良き便り」「うれしい便り」「吉
報」「愛」「あなたを大切にします」「私は燃えて
いる」などがあるそうです。
▼花言葉に由来する多くの出来事がありますよう
に・・・。
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消
費
者
あ
っ
て
の
酪
農
!!

　

六
月
は
牛
乳
月
間

　

知
事
・
教
育
長
に
牛
乳
消
費
の
普
及
を
呼
び
か
け
!!

　
広
酪（
岩
竹
重
城
代
表
理
事
組
合
長
）は
、
広
島
県
牛
乳

普
及
協
会（
岩
竹
重
城
会
長
）と
連
携
し
、
六
月
九
日
『
広

島
県
版
』牛
乳
の
日
と
し
て
湯
崎
県
知
事
・
下
崎
教
育
長

を
表
敬
訪
問
し
、
牛
乳
の
消
費
普
及
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
特
に
、
今
回
の
訪
問
で
は
強
力
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

酪
農
女
性
達
で
構
成
す
る
「
と
き
め
き
隊
」の
選
抜
メ
ン

バ
ー
が
初
参
加
し
、
知
事
、
教
育
長
に
『
酪
農
家
あ
た
り

ま
え
体
操
』を
披
露
し
た
。

工藤修
（広・副会長）

★ 3ページ写真（敬称略）

（略称）　（広）広島県牛乳普及協会
　　　　（酪）広島県酪農協同組合
　　　　（と）広島県酪農協同組合ときめき隊

福原美江（と）

小川香奈（と）

山延伊久江（と）

鈴木道弘（酪・専務）

中田貴顕（広・副会長）
市川美智子（と）

藏崎哲治（酪）湯崎英彦（広島県知事）

岩竹重城
（広・会長）

西原美和（と）
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■
湯
崎
知
事
・
下
崎
教
育
長
を
訪
問

　「
新
鮮
・
美
味
し
い
県
産
牛
乳
を

は
い
！
ど
う
ぞ
」

　

湯
崎
知
事
は
、
記
者
か
ら
の
「
広
島
県
産
牛
乳
は

ど
の
点
が
良
い
と
思
い
ま
す
か
？
」と
の
質
問
に
、

「
広
島
県
産
牛
乳
は
牧
場
か
ら
工
場
ま
で
の
輸
送
距

離
が
短
い
。
や
は
り
牛
乳
は
新
鮮
な
の
が
一
番
！
」

と
地
産
地
消
の
重
要
性
を
強
調
し
県
産
牛
乳
の
良

さ
を
発
信
頂
い
た
。

　

下
崎
教
育
長
に
は
、
県
内
中
学
校
の
学
校
給
食

牛
乳
に
つ
い
て
、
生
徒
の
体
位
・
体
育
の
向
上
と

健
康
維
持
の
た
め
、
定
着
率
の
低
い
地
域
へ
の
定

着
率
向
上
を
お
願
い
し
、「
現
状
を
理
解
し
た
の
で
、

定
着
率
向
上
に
向
け
て
検
討
し
た
い
」と
の
見
解
を

受
け
た
。

　

酪
農
・
乳
業
団
体
は
六
月
を
牛
乳
月
間
と
位
置

付
け
、
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

る
。
今
回
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
併
せ
て
実
施
し
た
。

　
「
と
き
め
き
隊
」の
選
抜
メ
ン
バ
ー（
小
川
香
奈
さ

ん
〈
池
田
牧
場
：
府
中
市
〉、
市
川
美
智
子
さ
ん
〈
庄

原
市
〉、
山
延
伊
久
江
さ
ん
〈
東
広
島
市
〉、
西
原

美
和
さ
ん（
北
広
島
町
〉、
福
原
美
江
さ
ん
〈
北
広
島

町
〉）は
、
湯
崎
知
事
に
県
産
牛
乳
一
リ
ッ
ト
ル
パ
ッ

ク
を
贈
呈
し
、
と
き
め
き
隊
の
活
動
紹
介
に
加
え

て
、『
酪
農
家
あ
た
り
ま
え
体
操（
知
事
表
敬
訪
問

バ
ー
ジ
ョ
ン
）』を
披
露
。

　

湯
崎
知
事
は
コ
ッ
プ
に
注
が
れ
た
牛
乳
を
手
に
、

「
♪
足
は
～
肩
幅
、
手
は
～
腰
に
、
飲
む
♪
」の
音

頭
に
併
せ
て
牛
乳
を
飲
み
干
さ
れ
た
。

「
牛
乳
の
日
・
牛
乳
月
間
」

　

世
界
的
に
は
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
）

が
二
〇
〇
一
年
よ
り
、
六
月
一
日
をW

orld M
ilk 

Day

（
世
界
牛
乳
の
日
）と
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
社
団
法
人
日
本
酪
農
乳
業
協

会（
現
：
一
般
社
団
法
人
J
ミ
ル
ク
）が
二
〇
〇
八
年

よ
り
、
日
本
で
も
六
月
一
日
を
「
牛
乳
の
日
」と
し
ま

し
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
、
日
本
記
念
日
協
会
に
正
式
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
毎
年
六
月
の
「
食
育
月
間
」と
連
動
し
て
、

六
月
一
日
「
牛
乳
の
日
」か
ら
始
ま
る
六
月
の
一
ヶ
月

間
を「
牛
乳
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

牛乳は新鮮なのが一番!!

　

早
速
、
六
月
十
三
日
に
教
育
委
員
会
よ
り

連
絡
が
入
り
、
来
る
八
月
一
日
、
竹
原
市
に

て
開
催
さ
れ
る
「
広
島
県
学
校
給
食
研
究
大

会
」に
お
い
て
、
学
校
教
諭
に
対
し
て
、
牧
場

体
験
学
習
を
通
じ
た
食
育
活
動
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
師
と
し
て
、
永
き
に
亘
り
地
元
の

学
校
の
生
徒
や
児
童
に
「
牧
場
体
験
学
習
」を

通
じ
て
食
や
生
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
こ
ら

れ
た
山
延
眞
智
子
さ
ん
・
伊
久
江
さ
ん
親
子

（
東
広
島
市
）に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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小
川
香
奈
さ
ん
は
、「
牛
乳
は
熱
中
症
予

防
に
も
効
果
的
で
、
寝
る
前
に
飲
む
と
安
眠

効
果
も
期
待
出
来
る
の
で
、
ぜ
ひ
県
民
の
皆

さ
ん
に
た
く
さ
ん
飲
ん
で
欲
し
い
」と
訴
え

ら
れ
た
。

■
下
崎
教
育
長
に
要
請

○
県
内
公
立
中
学
校
に
学
校
給
食
牛
乳
の
定

着
率
向
上
を
お
願
い

　

－

瀬
戸
内
側
都
市
部
の

牛
乳
飲
用
定
着
率
は
五
十
三
％
と
低
位

－

　

県
普
及
協
会（
学
乳
部
会
）は
、
左
記
の
表

を
示
し
「
平
成
二
十
四
年
度
の
県
内
公
立
中

学
校
の
学
校
給
食
に
お
け
る
牛
乳
の
飲
用
状

況
」に
触
れ
、
県
内
全
体
の
学
校
給
食
に
お

け
る
牛
乳
飲
用
定
着
率
は
七
十
三
％
で
あ
る

と
の
現
況
を
伝
え
た
。

　

特
に
、
人
口
が
多
い
瀬
戸
内
側
都
市
部
の

牛
乳
飲
用
定
着
率
は
五
十
三
％
と
低
位
に
止

ま
っ
て
お
り
、
約
半
数
が
未
飲
用
の
実
態
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
成
長
過
程
に
あ
る
生
徒
・

児
童
の
体
位
・
体
育
の
向
上
に
加
え
、
栄
養

面
や
健
康
面
か
ら
も
学
校
給
食
に
牛
乳
は
欠

か
せ
な
い
食
材
で
あ
る
と
改
め
て
説
明
し
、

該
当
地
域
に
学
校
給

食
牛
乳
の
飲
用
定
着

化
を
要
請
し
た
。
下

崎
教
育
長
は
「
検
討
し

た
い
」と
応
じ
た
。

■
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
等
を
通
じ
た

食
育
活
動

　
「
と
き
め
き
隊
」の
小
川
香
奈
さ
ん
は
、
自

身
の
牧
場
を
含
む
県
内
五
牧
場
が
取
り
組
ん

で
い
る
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
や
、
山
延
伊
久

江
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
る
牧
場
体
験
学
習
な

ど
、
地
域
の
学
校
と
連
携
し
た
食
育
活
動
を

紹
介
し
、こ
れ
ら
の
更
な
る
活
用
を
求
め
た
。

■
ま
と
め

　

今
回
の
表
敬
訪
問
は
、「
牛
乳
普
及
拡
大
」

を
テ
ー
マ
に
、
若
い
酪
農
女
性
の
目
線
か
ら

熱
中
症
予
防
や
安
眠
効
果
な
ど
、「
牛
乳
の

機
能
性
」に
つ
い
て
P
R
し
た
。

　

湯
崎
知
事
は
毎
日
、
朝

と
寝
る
前
に
は
必
ず
牛
乳

を
飲
ん
で
お
ら
れ
、
鳥
取

県
で
の
学
校
給
食
の
入
札

問
題
に
触
れ
、「
牛
乳
は
な

ん
と
い
っ
て
も
新
鮮
な
の

が
一
番
。
輸
送
距
離
が
短

く
、
新
鮮
で
お
い
し
い
県

産
牛
乳
が
ベ
ス
ト
」と
コ
メ

ン
ト
さ
れ
た
。

　

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
各
社

か
ら
の
取
材
を
受
け
、
テ

レ
ビ
や
翌
日
の
朝
刊
等
で

広
く
報
道
が
さ
れ
た
こ
と

「酪農家あたりまえ体操♪」（知事表敬訪問ver.）
右手に子ども　左に子牛　育てる　肉体労働

県民のために　頑張る知事さん　どうぞ　あたりまえ牛乳
足は肩幅　手は腰に　飲む　風呂上がり最高♪
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で
、
知
事
の
コ
メ
ン
ト
や
「
牛
乳

の
機
能
性
」に
つ
い
て
多
く
の
方

の
目
に
触
れ
、
今
後
の
普
及
拡
大

に
繫
が
る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

　

Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
新
潟
県
三
条
市

の
学
校
給
食
牛
乳
休
止
問
題
を
受

け
て
、
給
食
を
利
用
す
る
子
ど
も

の
保
護
者
へ
の
意
識
調
査
を
実
施

し
た
が
、
牛
乳
供
給
廃
止
に
七
割

が
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

給
食
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
九
割
が
「
栄
養（
バ
ラ
ン
ス
）」

と
回
答
。「
家
庭
で
ま
か
な
い
き

れ
な
い
栄
養
を
給
食
で
補
っ
て
ほ

し
い
」と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
、

保
護
者
の
多
く
が
学
乳
は
必
要
と

考
え
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
訪
問
を
通
し

て
県
内
の
酪
農
家
の
皆
様
と
と
も

に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
牛
乳

の
良
さ
を
P
R
し
、
飲
用
牛
乳
や

乳
製
品
の
普
及
啓
発
に
あ
た
っ
て

行
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し

た
。

▼
六
月
四
日
、
広
島
地
方
気
象
台
は
「
中

国
地
方
が
梅
雨
入
り
し
た
と
み
ら
れ

る
」と
発
表
し
ま
し
た
。
平
年
よ
り
も

三
日
早
く
、
昨
年
よ
り
も
八
日
遅
い

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
最
近
は
「
梅

雨
入
り
」「
梅
雨
明
け
」の
判
断
が
難

し
く
、
断
言
は
避
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

▼
し
か
し
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬

ま
で
は
真
夏
日
を
思
わ
せ
る
気
温
で
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
き
、
今
年

も
猛
暑
、
異
常
気
象
か
と
も
考
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

▼
五
月
の
牧
草
刈
取
り
時
期
に
は
「
今

年
は
牧
草
の
生
え
が
悪
い
」と
聞
く
一

方
、
稲
作
農
家
で
は
「
畦
草
を
刈
ら

な
く
て
も
え
え
わ
」と
の
声
も
聞
き
ま

し
た
。
こ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
酪
農

家
の
皆
さ
ん
へ
の
自
給
飼
料
確
保
の

点
で
の
購
入
乾
草
に
よ
る
コ
ス
ト
高

を
心
配
し
ま
す
。

▼
Ｊ
ミ
ル
ク
で
は
毎
年
六
月
一
日
を「
牛

乳
の
日
」、
六
月
を
「
牛
乳
月
間
」と

し
て
、
全
国
各
地
で
、
消
費
拡
大
イ

ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、
広
酪
も
広
島

県
牛
乳
普
及
協
会
と
の
連
携
に
よ
り

そ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
「
牛
乳
の
日
」を
定
め
た
背
景
に
は
、

酪
農
の
盛
ん
な
地
域
で
新
し
い
草
が

伸
び
る
こ
の
頃
か
ら
放
牧
を
始
め
、

冬
を
牛
舎
で
過
ご
し
た
牛
た
ち
が
野

に
放
た
れ
躍
り
上
が
っ
て
喜
び
、
思

う
存
分
、
青
草
を
食
べ
る
生
命
力
あ

ふ
れ
る
光
景
を
見
て
、
こ
れ
ら
が
も

た
ら
す
命
や
自
然
、
働
く
人
々
に
感

謝
す
る
お
祭
り
や
お
祝
い
が
世
界

各
地
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
十
三
年
に
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
F
A
O
）
が
六
月
一
日
を
「
世
界
牛

乳
の
日
」と
し
て
提
唱
し
ま
し
た
。
日

本
で
は
日
本
酪
農
乳
業
協
会（
現
J
ミ

ル
ク
）が
平
成
十
九
年
に
六
月
一
日
を

「
牛
乳
の
日
」、
六
月
を
「
牛
乳
月
間
」

と
定
め
ま
し
た
。

▼
広
酪
や
牛
乳
普
及
協
会
で
は
六
月
九

日（
月
）
に
広
島
県
知
事
や
広
島
県
教

育
委
員
会
教
育
長
を
訪
問
し
、
県
内

産
生
乳
を
使
っ
た
牛
乳
や
乳
製
品
の

Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
酪
農
業
へ
の
関
心
を

深
め
る
活
動
を
行
い
、テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
等
で
消
費
者
の
目
に
触
れ
、
興
味

を
も
っ
て
頂
く
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

▼
こ
れ
に
は
酪
農
女
性
の
会
「
と
き
め

き
隊
」か
ら
も
酪
農
家
版
「
あ
た
り
ま

え
体
操
」の
披
露
な
ど
酪
農
家
の
若
さ

と
元
気
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
積
極
的
な

支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

▼
こ
れ
か
ら
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
開
催
さ
れ
、
各
地
域
で
は
牛
乳
・

乳
製
品
の
普
及
活
動
も
積
極
的
に
行

わ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
牛
乳
の

価
値
と
栄
養
価
、
効
能
等
を
通
じ
て

み
ん
な
で
酪
農
発
信
、
普
及
活
動
を

展
開
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
Ｔ
．
Ｙ
）


